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日本語指導が必要な外国人生徒数の推移

１．６倍

（日本語指導が必要な外国人生徒数は２８８名、言語数は１７言語）

（県立高等学校：各年度５月１日付調査）

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全日制 ６４ ７９ ８６ ６５ ９２ １０２ ９４ １１９ １２０ １５０

定・通 １１６ １１９ １３７ １３７ １３６ １３３ １６０ １３４ １４２ １３８

合 計 １８０ １９８ ２２３ ２０２ ２２８ ２３５ ２５４ ２５３ ２６２ ２８８



三重県教育委員会の取組 ＜人材の配置＞

＜教育委員会が雇用する外国人生徒支援のための外部人材＞

●外国人支援専門員（スペイン語１名、ポルトガル語２名、フィリピノ語２名）

業務：外国人生徒への母語による学習支援や保護者を対象とした教育相談、

翻訳・通訳を担当

配置：日本語指導が必要な外国人生徒が多く在籍する高校３校に配置

勤務日数：１８０日（月１５日）



三重県教育委員会の取組 ＜人材の配置＞

＜教育委員会が雇用する外国人生徒支援のための外部人材＞

●日本語指導アドバイザー（１名）

業務：外国人生徒の日本語学習への支援、外国人生徒向け学習資料の作成、

教職員を対象とした日本語指導に係る研修等を担当

配置：日本語指導が必要な外国人生徒が多く在籍する高校１校に配置し、

特定の曜日に２校に派遣

勤務日数：年間１８０日（月１５日）



三重県教育委員会の取組 ＜入試制度＞

＜海外帰国生徒・外国人生徒等に係る特別枠入学者選抜＞

※ 平成２５年度入学者選抜から実施

＜応募資格（外国人生徒等の場合）＞

保護者とともに三重県内に居住しているか又は居住予定の外国籍を有する者で、

入国後の在日期間が６年以内の者



三重県教育委員会の取組 ＜入試制度＞

＜海外帰国生徒・外国人生徒等に係る特別枠入学者選抜＞

＜募集定員＞

海外帰国生徒・外国人生徒等に係る特別枠入学者選抜の募集人数は、（令

和３年度入学者選抜については）各高等学校とも海外帰国生徒・外国人生徒

等を合わせて、原則として５人以内（一部の高校については、原則として

１０人以内）とする。

＜検査内容＞

作文と面接（各高等学校長の判断により学力検査を課すことができる。ま

た、作文と面接の使用言語については、母語（または英語）又は日本語によ

り実施できることとし、各高等学校長が定めるものとする。



三重県教育委員会の取組 ＜日本語学習クラブ＞

＜目的＞

県立高等学校で学ぶ日本語指導が必要な外国人生徒を対象として、社会生活

で必要な日本語の力（話す、聞く、読む、書く）を育むことを目的とし、専門

家による日本語指導のほか、日本の社会の一員として、自立して生きるうえで

必要な社会制度や生活文化について学ぶ場を提供する。



三重県教育委員会の取組 ＜日本語学習クラブ＞

＜内容＞

「話す」「聞く」「読む」「聞いたことや読んだことをまとめて書く」活動

を通じて、来日後間もない外国人生徒が、高校生活の早い段階で、日本語能

力試験N3相当の日本語能力を実践的に身につける。



三重県教育委員会の取組 ＜日本語学習クラブ＞

＜内容＞

キャリア教育の視点を含めた日本語学習教材である「日本語学習で未来を

描く～高校生版みえこさんの日本語ワークシート～」公益財団法人三重県国

際交流財団が作成）を活用して、進学や就職に必要なことを学んだり、労働

条件や税金などの職業に関する知識を身につけたりする。



三重県教育委員会の取組 ＜日本語学習クラブ＞

＜内容＞

地域で働いている外国人の先輩を招いて、将来の進路について考える。

日本の年中行事や防災など、日本の生活文化について理解を深める。



三重県教育委員会の取組 ＜日本語学習クラブ＞

＜実施スケジュール＞

放課後に１時間程度で年間３０回

＜参加方法＞

実施校の生徒は放課後に指定の教室に集まる。実施校以外の生徒は、オン

デマンドでクラブの動画を視聴する。

＜講師＞ 公益財団法人三重県国際交流財団が派遣する講師



三重県教育委員会の取組 ＜教員への支援＞

● 日本語指導が必要な外国人生徒が在籍する県立高校の教職員を対

象に、日本語学習クラブで使用する教材を使った日本語の指導の方

法について、教職員研修会を今年度４回開催し、日本語指導担当教

職員が、来年度以降も各校の日本語の授業や個別指導で活用できる

ようにする。

● 日本語学習クラブの動画や教材のアーカイブを作成し、来年度以

降、日本語指導が必要な外国人生徒が在籍する高校において活用で

きるようにする。



三重県教育委員会の取組 ＜保護者等への支援＞

● 外国人生徒の在籍状況や学習状況等を把握し、学校生活、進路等のガ

イダンスを行うため、母語の通訳・翻訳にかかる経費の支援

（令和２年度支援校：１５校）

● （財）三重県国際交流財団と連携して作成した、「高校進学ガイド

ブック」（日本語ルビつき、ポルトガル語、スペイン語、英語、中国語、

フィリピノ語、ビザヤ語、タイ語、インドネシア語、韓国・朝鮮語の10

カ国語の資料）を（財）三重県国際交流財団のＷＥＢページに掲載



三重県教育委員会の取組 ＜中学校との連携＞

日本語指導が必要な外国人生徒等に関する学習状況等について、７市教

育委員会と連携し、関係中学校と関係高校７校において、学習者情報を引

き継いでいる。

＜引継ぎ項目＞

名前、国籍、母語、本人及び保護者の日本語能力、本人の来日履歴学習。

日本語能力の記録（取り出しの有無、取り出しの時期、取り出し教科・科

目など）



三重県教育委員会の取組 ＜キャリア教育＞

●令和２年度 進学、就職に係るセミナー（ＮＰＯ法人に委託）

＜内容＞

「日本の社会での進学と就職に向けての講話（卒業生や外国にルーツのあ

る社会人の経験談等）

＜参加者＞

２校で実施

＜参加者数＞

２校あわせて７５人



三重県教育委員会の取組 ＜キャリア教育＞

●令和２年度 外国人生徒支援のための情報交換会

＜実施時期・実施形態＞

２月・オンライン

＜参加者＞

県立高等学校教職員１６人（進路指導担当者、日本語指導担当者等）、関

係団体３人（ＮＰＯ法人、三重県国際交流財団）、県教育委員会が雇用する

関係職員（就職アドバイザー３人、外国人生徒支援専門員５人

＜内容＞

各校における進路指導及び日本語指導の現状と課題、関係団体の支援内容

についての情報交換



三重県教育委員会の取組 ＜中学校との連携＞



各校の取組

● 取り出し授業の実施

（国語総合、古典Ｂ、現代文Ｂ、現代社会、科学と人間生活、保健等）

● 日本語学習に係る学校設定科目の設置

● 日本語指導アドバイザーや外国人生徒支援専門員とのＴＴ

● ＪＳＬカリキュラムの考え方を取り入れた授業実践

● 保護者宛文書のルビ振りや母語への翻訳

● 外国人生徒向け入学者説明会等の実施


